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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，慢性歯周炎に罹患した患者において，歯周基本治療を行い，歯周組
織の改善が血中レプチン濃度の変化とともに脳活性に影響するかを検討する。歯周基本治療により，有意な歯周
組織の改善，fMRI撮影では，高次脳機能の賦活を認めた。慢性歯周炎に起因する不快刺激が作業記憶をはじめと
する課題遂行に必要な高次脳機能を阻害していたが，歯周基本治療により不快刺激が取り除かれ背外側前頭前野
の本来の賦活が回復したものと考えられた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to examine whether improvement of periodontal 
tissue affects changes in blood leptin and brain activity in chronic periodontitis patients. 
Periodontal initial treatment was showed significant improvement of periodontal tissue, and the 
activity of higher brain functions were confirmed in fMRI imaging. Chronic periodontitis was caused 
unpleasant irritation, and chronic periodontitis was inhibited work memory and higher brain 
function. However, periodontal initial treatment was removed unpleasant irritation and brain 
activation recovered.

研究分野： 歯周疾患
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
歯周疾患は，口腔内では歯周組織の破壊，

咬合力の低下などを認める。さらに現在，単
に口腔局所の感染症としてだけではなく，歯
周組織における細菌や炎症性関連物質が
様々な全身の臓器に影響をおよぼす慢性炎
症性疾患として捉えられるようになってき
た。歯周疾患と全身疾患との関連性を解明す
ることを目的としたPeriodontal Medicineの概
念が注目されるようになり，発症や進行に全
身疾患と歯周疾患の双方向の関係について
検討されている。さらに近年，歯周疾患が記
憶，認知の機能的変化をおよぼすとの報告が
なされ，生活習慣病以外の全身に影響してい
ることが示唆されている。しかし歯周治療に
おける脳機能の変化についての報告はない。 
このため，歯周基本治療が脳の賦活特に高

次脳機能の増加を認めれば，認知機能の向上
から呆け症状などの改善に大きく寄与でき
ると考える。 
 
２．研究の目的 
本研究は，歯周基本治療による歯周組織の

改善が血中レプチン濃度を変化させ，脳機能
に影響を与えるか否かについて明らかにす
る。そのために，中程度の慢性歯周炎に罹患
した患者を対象として，歯周基本治療を行う。
その際，歯周基本治療前後で歯周組織検査，
プレスケールを用いた咬合力測定，血中レプ
チン濃度の測定，fMRI 撮影を行い，歯周基本
治療が，咬合力，血中レプチン濃度，脳機能
に影響するかを検討する。 
歯周基本治療が約3か月以上の治療期間を

考慮し，10 名の対象者を目標とする。プレス
ケール，fMRI，血中レプチン濃度測定は歯周
病治療前後の歯周組織検査が終わり次第行
う。 
統計処理は，JMP11 を用いて得られた解析

データーを用いて行い，歯周基本治療と脳機
能の関連について明らかにする。 
 
３．研究の方法 
大学倫理委員会の承認後，初診時に慢性歯

周炎の患者に本研究についてインフォーム
ドコンセントを行った。 
被験者は，慢性歯周炎と診断された患者 11

名（男性 4名，女性 7名），平均年齢は，62.1
±8.60 歳であった。 
初診時と歯周基本治療時に以下のパラメ

ーターを採取した。 
（1）歯周組織検査 
①Probing Pocket Depth （以下 PPD），

Probing Attachment Level （以下 PAL ），
Bleeding on probing （以下 BOP）：PPD，PAL
の測定には，ウイリアムスのプローブを用い
て，各歯の頬舌側の近心，中央，遠心の計 6
点の計測を行った。BOP は，プロービング後
30 秒以内に出血したものを測定した。 
②動揺度：Miller の分類を用いて，0 度か

ら 3 度に分類した。 

（2）咬合力測定 
被験者を座位にてカンペル平面が床と水

平になるように，歯科治療用ユニットに着席
させ，咬合平面の位置を採得者の視線と水平
になるようにした。歯列上に何も介在させな
い 状 態 で 感 圧 測 定 シ ー ト Dental 
Prescale®50H－R type（GC 社，東京）を口腔
内に挿入し，咬頭嵌合位で 3秒間「力いっぱ
い」咬んでもらい，咬合接触の試料を採取し
た。3 分間の間隔をおき，同様に咬頭嵌合位
での咬合接触の試料を 3 回繰り返して，計 3
枚を採取した。 
（3）血液検査 
 全身評価のため，レプチン濃度，血計
（WBC,RBC,Hb,Ht,Plt），血液生化学（総蛋白,
アルブミン,総ビリルビン,GOT,GPT,γ
GTP,BUN,クレアチニン,総コレステロール，
HDL コレステロール,中性脂肪,血糖,インス
リン,HbA1C,高感度 CRP），血清（エンドトキ
シン）を空腹時にて採血を行った。 
（4）fMRI を用いた測定方法，脳活性部位 
撮像時において，2 種類の認知課題（言語

課題と計算課題）を用い，被験者は 30 秒間
の課題遂行および 30 秒間のコントロール課
題遂行を連続して 3回行った。撮像時におけ
る課題およびコントロールの遂行中，被験者
には閉眼および発話しないことを指示した。 
（5）統計処理 
 統計処理は，JMP11 を用いて得られた解析
データーを用いて行った。 
（６）歯周基本治療について 
 バス法による口腔清掃指導と SRP，来院毎
に超音波洗浄を中心とした歯周基本治療を
行った。 
４．研究成果 
（1）歯周基本治療による歯周組織の変化の
検討 
 歯周基本治療が終了した 11 名のデーター
で検討した結果，PPD は，初診時 3.3±0.76 mm
から歯周基本治療終了時 2.5±0.60 mm に有
意な減少，PAL は，初診時 3.8±0.89 mm から
歯周基本終了時 3.0±1.00 mm の有意なアタ
ッチメントゲイン，%BOP（＋）は，初診時 43.4
±22.37 %から歯周基本終了時 19.1±10.53 %
の有意な減少を認めた。 
 
（2）歯周基本治療による咬合力の変化の検
討 
 歯周基本治療が終了した 11 名のデーター
で検討した結果，咬合力は初診時 229.1±
132.41 N から歯周基本治療終了時 258.6±
71.43 N に増加したが統計学的には有意でな
かった。 
 
(3) 歯周基本治療による血液検査の変化の
検討 
血中レプチン濃度は，初診時 9.7±7.48 

ng/ml から歯周基本治療終了時 8.1±5.06 
ng/ml で統計学的に有意でなかった。白血球
数は，初診時 7103.6±1985.69 /μl から歯



周基本終了時 6450.0±1684.93 /μl で有意
な減少を認めた。 
 
（4）歯周基本治療による脳活性部位の検討 
fMRI 撮影では，歯周基本治療を行うと計算課
題では，両側の背外側前頭前野の活動（図１）
を，言語課題では，左側の背外側前頭前野の
活動（図 2）の増加を認めた。慢性歯周炎に
起因する不快刺激が，作業記憶をはじめとす
る課題遂行に必要な高次脳機能を阻害して
いたが，歯周基本治療により不快刺激が取り
除かれ背外側前頭前野の本来の賦活が回復
したものと考えられた。 
図 1：初診時，歯周基本終了時の計算課題の
脳賦活像 
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図 2：初診時，歯周基本終了時の言語課題の
脳賦活像 
初診時 
右脳        左脳 
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